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- フィリピンの新宗教運動の-事例-
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MovementinthePhilipplneS

TakefumiTERAI)A*

Tllisisapreliminaryattempttoexaminethe

historyofarapidlygrowlngChristianmovement

inthePhi一ippinestoday,theIgZe∫iaNZ'Crislo(INC)

ortheChurchofChrist. TheINCwasformally

foundedinManilain1914byFelixManalo. As
thefounderand 丘rstExecutiveMinisterofthe

church,FelixManaloexercisedcharismaticleader-

shipoverhismembersthroughahighly-centralized

organizationalstructure. Believinginthedoctrine

ofSugo,whichidenti丘esFelixManaloasTheLa∫t

Messengerof God prophesied in the Book of

Revelation,membersareconvincedthatthereis
nosalvationoutsidetheINC. TheINC hada

remarkable growth in membership afterWorld

WarII,andby1950memberswerefわundinalmost

allprovincesofthePhilipplneS･ Felix Manalo

は じ め に

東南アジアの島峡部に位置す るフィリピン

共和国は,アジアで唯一の ｢キ リス ト教国｣

(あるいは ｢カ トリック教国｣) といわれる｡

これは多数のフィ リピン人の間で,ステ レオ

タイプ化された自画像として定着 している｡

そ して,そのような独 自性を説明す る際に,フ

ィリピンが1898年まで 3世紀以上にわた り,
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diedin1963andwassucceededbyhisson,Eraao
Manalo,astile Executive Minister. The 1970

CensusofthePhilippinesregistered475,407(1.3%

ofthepopulation)asINCmembers. Since1968,
the church has also established congregations

abroad,mainlyamongFilipinoimmlgrantS. The

INC isoneofthefew indigenousnew religious

movementstohavesuccessfully survived in the

predominantly CatholicPhilipplnesociety. One

ofthemajorfactorsaccountingforthishasbeenthe

abilityorthechurchtomeettheneedsofitscon-
stituents.

Thispaperexaminesthehistoryorthemovement

in four periods:formative period,1914-1921;

prewarandwartimeperiod,1922-1945;postwar

period,1946-1962;andtheperiodsince1963,

カ トリック教国スペインの東洋植民地であっ

たという歴史的背景 と,現在で も国民の約85

% がカ トリック教徒である点が強調される｡

また,毎年繰 り返され るク リスマスや聖週間

の教会儀礼,町や村の守護聖人を祭 る盛大な

フィエスタがそれを物語 っている,とされ る｡

た しかに,南部 イスラム地域を除 く平地 フィ

リピン人社会におけるカ トリック教会の影響

は大 きい｡しか し,また,多数派であるカ トリ

ック教徒社会の内部に,今世紀初頭以来,一定

の宗教変化が認 め られ ることも指摘 されねば

な らない｡アメ リカによる植民地化に伴い,プ



Ji:田 :イグ レンア ･- ･クリス ト

ロテスタン ト諸教派が伝道を開始 した結果,

現在のフィリピンには多種多様なプロテスタ

ン ト教会がみ られる｡ また,外国 ミッション

か ら独立 した,土着的性格の強いフィリピン

人のみによるキ リス ト教会 も存在す る｡1)

本稿で考察の対象とするイグレシア ･- ･

ク リス ト(ZgZe∫iaNz'Cn'sto,2)｢キ リス トの教

会｣の意味｡以下, INC と略す) は, 1914

年にマニラで フィリピン人 フェリックス ･マ

ナロ(FelixManalo)により創立 された｡この

教会 は,創始者マナロを ｢ス-ゴ｣(Sugo,メ

ガ ログ語で元来は,使い,代表者,大使の意

味であるが,INC においては,｢神の最後の

使い｣ という意味を与え られている｡ 英語で

は, TheLastMessengerorGod二)と規定す

る独自の教義により,INC信徒になる以外に

救いはあり得ない, という立場を堅持 してい

る｡ 教会創立以後, とくにカ トリック教会に

強い批判を加えつつ伝道をおこない,第 2次

世界大戦後には急速な信徒数の拡大を達成 し

た｡1970年の政府 による国民の宗教に関す る

統計 (以下,宗教セ ンサスと呼ぶ) は,総人

口の約1.3%に相当する475,407名を INC信

徒として記録 し,また1968年以降は,海外の主

としてフィリピン人移民社会を対象とした対

外伝道の分野で も着実な成果を収めている｡

INCは,フィリピンにおけるキ リス ト教系

の新宗教運動3)の成功例の一つである｡INC

は全国レベルでの教会形成に成功 し,多数派

であるカ トリック教会の指導部に深刻な危機

1)キリスト教系の宗教団体は,1967年現在で368,
1972年現在で586が報告されている｡詳細は,
FJIwoodl1968],およびCovar[1975]を参照のこ
と｡

2)創立当初は,)gZe∫iaNz'Krz'∫loと表記されてい
たため,研究者によっては INK と略す場合も
ある｡フィリピン人の問では ZgZe∫ia と呼ばれ
ることが多い｡英語による正式名は Church ()∫
ehrist.

3)新宗教運動の定義については,井門富二夫.

1973･｢新興宗教｣『宗教学辞典』 1)P.411-417
を参照のこと｡

意識を もた らすまでの新勢力 として成長 しつ

つある｡フィリピンには数多 くの新宗教運動

がみ られるが,そのほとんどは短命に終わる

か,一地方的な運動の域を こえることができ

ず,INCのように全国 レベルでの強力な運動

として成長することはない｡新宗教運動のラ

イフ ･サ イクルは,指導者の提示す る世界観

の当否 とともに,指導者の権威,信徒組織の形

態などの様 々な要因により決定 される｡INC

は,現代のフィリピン人にどのようなメ ッセ

ージを与え,それをどのように組織化 してき

たのであろうか｡

INC 研究上の問題点 は, 一次資料4) が少

ないことと,その参照がきわめて困難である

ことにある｡加えて,非信徒に対する排他性

が強いために継続的な参与観察は不可能に近

い｡ このような制約にもかかわ らず,第 2次

大戦後, とくに外国人宣教師などによって多

数の小論文 (主な ものは,Kavanagh [1955a;

1955b;1961],Alonzo[1959],Sanders[1962;
1969])が発表 されてきたことは,INC の成

長が既存のキ リス ト教各派にとって脅威 とな

りつつある事情を反映 している｡ INC 研究

においては, サ ンタ ･ロマーナの論文 [Sta.

Romana 1955a]が最初の重要な成果として

認め られる｡サ ンタ ･ロマ-ナは,主 として

面接調査により,INCの歴史の再構築および

運動の実態の記述をおこなった｡責重なデー

タを提供す る論文だが,パイオニア的研究で

あるだけに誤 りも指摘 される｡サ ンタ･ロマ-

ナ以後の研究論文で注 目されるのは,安藤に

よる INCの投票行動の研究 [Ando 1966],

政治宗教セク ト論 [Ando 1969],アメ リカ

人プロテスタン ト宣教師タギ ィ一による ｢教

4)伝道文書として,Manalo,Felix.1940.AngSuZo
∫aIhatizllvaJt∫aJgZe∫l'a KalolihoAPo∫loh'ha
Ronzana(｢ローマ･カトリック教会の貢の性格
を憎らし出す光｣)など数点あるが,原本の参
照は困難である｡フェリックス･マナロの伝記
は信徒であるガルシアにより, その要約のみ
[Garcia 1964]発表されている｡
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会発展研究｣の事例としての INC論 [Tuggy

1976],およびフィリピン人カ トリック神学者

エレステ リオによる INC のキ リス ト論 ･教

会論 [Elesterio 1977]である｡本稿では,覗

在までの研究成果を整理 しつつ,運動 ･組織

面での変化に注意 しなが ら INC の史的発展

の経緯を検討 してい く｡

Ⅰ 創始者 フェリックス ･マナロ

創始者 フェ リックス ･マナロは,INC信徒

の間では｢ブラザー ･マナロ｣,5)あるいは｢神

の最後の使い｣と呼ばれる｡

フェリックスは,1886年 5月10日にマニラ

近郊(現在の リサール州)のタギ ィグ(Taguig)

町テ ィパス (Tipas)村で生 まれた｡父はマ リ

アノ ･イサグ ン (MarianoYsagun),母はボ

ニファシア ･マナロ (BonifaciaManalo)で

あることか ら,その長男であるフェリックス

の姓名は, フェ リックス･M･イサグン(Felix

M.Ysagun)であったが,のちに述べ るよう

に,母の死後はマナロ姓を名のるようになる｡

生後まもな く, タギ ィグ町のカ トリック教会

で洗礼を受けた｡母 は熱心なカ トリック教徒

で,その影響を受 けてフェリックスもはや く

か ら町の教会に通 った ｡ タギ ィグ町はマニラ

か ら約15キロメー トル南東 に位置 し, バ イ湖

に接 している. 当時 この地域一帯はマニラの

市場に魚類を出荷 していた｡少年時代のフェ

リックスは父を助けて魚釣 りや畑仕事に従事

したが,10歳の時に父 は死去 した｡ 父の死

後, フェ リックスは叔父にあたるカ トリック

司祭の もとに預 けられた,ともいわれ る [Sta.

Romana 1955a:331]｡フェリックスの学校

教育についてはよ く知 られていない｡村の小

学校で第 2学年か第 3学年 まで修了 した[7oC.

lit.]とも,学校には行かず,村の私塾で読み

5)タガログ語では,KaManalo.Kaは兄弟 ･姉妹

を意味するkapatidの短縮形｡
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書 きを習 った程度 [Elesterio 1977:7]とも

いわれる｡1904年以前にフェリックスはマニ

ラに出て,写真屋,金細工師,理髪店,帽子

屋などの職を転 々とした｡ その間には, コロ

ルム講運動 (Colorumism)6)に接 し,バナ-

ウ山中でおこなわれる儀礼に参加 した｡

1904年のある日, フェ リックスは,聖像礼

拝の是非をめ ぐるカ トリック司祭 とプ ロテス

タン ト牧師の公開論争の場で,牧師が聖書に

もとづいて司祭の主張を論駁する場面を目撃

した｡ これに感銘を受けたフェリックスは熱

心に聖書を学び始め,同年中にメソディス ト

教会 (MethodistEpiscopalChurch)に加入

し,同教会の神学校 (MethodistTheological

Seminary)に学んだ｡ 日々の生活は聖書の販

売により支え られた｡ この ころ母が死去 した

が, フェ リックスはカ トリック司祭による母

の祝福を拒否 したため,母の遺体はカ トリッ

ク墓地ではな く,フィリピン独立教会 (Iglesia

Filipinalndependiente)の墓地 に埋葬 され

た｡ 母の死を契機 としてフェ リックスはマナ

ロ姓を名のり始めた｡7)

1907年にフェ リックスは長老派教会 (Pres-

byterianChurch)に移 り,同教会の聖書学校

(EllinwoodBibleTrainingSchool)8)に学ん

6)コロルム講は,1840年～1841年のアポリナリオ
･デ ･ラ･クルスの率いたサン･ホセ信徒団が
スペイン当局により弾圧されたのち,生きのび
た信徒らにより形成された共同体をその起源と
するが,19世紀後半を通じてその運動は変質し
ていった｡フェリックスが参加したコロルム講
とは,超自然的存在が人々に直接に語りかける
とされるバナ-ウ山およびサン･クリストパル
山の神秘主義的な宗教結社をさす,と考えられ
る｡

7)マナロ姓-の変更については,タガログ語で
manaloが勝利を意味す るため [Kavanagh
1955a:21]という説と,ティパス村ではマナロ
家の方がよく知られていた[Elesterio 1977:8]
ためという見方がある｡

8)メソディスト教会と長老派教会は,当時,合同
の神学校設立の準備に入っており,フェリック
スの長老派への移籍は,長老派の聖書学校の教
育内容がより優れていたため [Garcia 1964:
180]｡
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だ｡1910年には, ク リスチャン ･ミッション

派教会 (ChristianMission,フィリピンでは

MisionChristianaとして知 られた) に移 り,

伝道者となった｡ このころには,すでにタガ

ログ語による有能な説教者として知 られてい

た｡1911年か ら12年の問には,セブンス ･デ

ー ･ア ドベ ンテ ィス ト派 (SeventhDayAd-

ventistChurch,Sabadistaと呼ばれた) に移

り,補教師として 伝道活動 に従事 した｡ ま

た,同教派の神学校で教鞭をとっている問に

は,生 徒 で あ った オノラタ ･デ ･グスマ ン

(班(-noratadeGuzman)と知 りあい,1913年

5月に結婚 した｡ フェ リックスはブラカン州

マロロスに赴任 したが,その直後には,ア ド

ベ ンテ ィス ト派か らも離れた｡ その原因は,

同教派の会合で フェ リックスが教義および教

会運営方針をめ ぐって批判をおこな ったため

であったが,その具体的な対立点 は不明であ

る｡

20世紀初頭のフィリピンは,革命敗北後の

アメ リカによる占領時代初期にあたるが, 占

領政策は思 うように進まず, フィリピン社会

は激 しい変動のなかにあ った｡ 当時のキ リス

ト教界 は,スペイン植民地時代にみ られたカ

トリック教会による一元的な支配体制が崩壊

し,多教派時代に移行 していた｡アメ リカのフ

ィリピン革命-の介入とほぼ同時に,同国の

プ ロテスタン ト諸教派は宣教師を送 りこみ,

また,1902年 8月にはフィ リピン人カ トリッ

ク司祭 らが ロ-マ教皇との決別を宣言 してフ

ィ リピン独立教会を創立 した｡ このようにカ

トリック教会の地位が低下するなかで,他の

あ らゆる教派が信徒の獲得,教勢の拡大をめ

ざして競争 していたのである｡

フェリックス ･マナロの個人史において,

1913年半ばまでの段階で注 目されるのは,カ

トリック教会 より離れて,い くつ ものプロテ

スタント教会への加入,移籍を繰 り返 してき

た点である｡ その過程でマナロは,聖書研究

を珠め,罪-線の説教者 としての経験を積み

重ね,のちの INC に結実す る聖書解釈,敬

義の検討,伝道方法などを構想 しつつあった｡

と くに,聖書の文字通 りの解釈を唯一の権威

とす る神学的立場,浸礼の絶対性,そ して少

数派 として伝道する上での望ましい組織形態

について学びとっている｡

ア ドベ ンテ ィス ト派を離れたマナロは, し

ば らくは ｢神を信 じぬ者 ら｣と交友を結んだ,

とされている [Garcia 1964:181]が, まも

な く聖書研究を再開 し,と くにカ トリック教

会 とア ドベ ンテ ィス ト派の神学 と教会儀礼に

ついての検討を加えた｡1913年11月には, 3

日間にわた りマナロは自室にひきこもった｡

これについて,ガル シアは次のように記 して

いる｡

二 日三晩にわた り,かれ (マナロ)は,

妻が心配のあまり部屋の戸をたた くまで

自室にひきこもり仕事をつづけた｡あま

りに深 く集中 していたために, 自分 自身

の肉体的必要す ら忘れていた｡ しか し,

より重要なのは,マナロが以前より頭の

中にきざみ こんできた思想を多量の紙 に

書 きとめたことであった｡かれの耳 もと

には,ヤコブの手紙 4章17節の言葉が鳴

りひびいていた｡｢人が,なすべ き善を知

りなが ら行わなければ,それは彼にとっ

て罪である｣[Zoc.cZ't.]9)(聖書の引用は,

日本聖書協会1955年改訳版による｡以下

同 じ)｡

この出来事の直後に,マナロは財産のすべ

てを友人に与え,妻とともにマニラのサ ンタ

･アナに向か った｡10)1913年11月にマナロは

9)Sta.Romana[1955a:334]にも,ほぼ同様の記
述がみられるが,マナロがかれの思想を書きと
めたという点には触れられていない｡

10)これ以前にも,マナロはサンタ･アナでクリス
チャン･ミッションおよびアドベンティスト派
の説教者として伝道をおこなっていたことがあ
る｡
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説教活動を開始 した｡初期の説教 は労働者街

の一角 にあ った建設会社の一室 をか りてお こ

なわれた｡説教 に耳をかたむけた者 はわずか

数名であ ったが, そのなか にはク リスチ ャン

･ミッシ ョン派の信徒が含 まれていた｡ひき

つづいて街頭説教 に移 ったが, マナ ロの主張

はカ トリック教会の慣行批判 (告解,聖餐,

洗礼 の 方法 など), ア ドベ ンテ ィス ト派批判

(土曜 日を安息 日とす る点 など) に向け られ

た｡マナ ロの 目的は,宗教的対立 に終止符を

打つ ことにあ った, とされている [ZoC.lil.].

それ は,かれ 自身が信 じる ｢真の教会｣を形

成す ることに求 め られた｡11)

1914年の初めに, マナ ロはマニ ラを流れ る

パ シ ッグ川で約 12名に対 して浸礼法 12)によ

り洗礼式をお こな った ｡ その後,サ ンタ ･ア

ナの信徒の世話を フェデ リコ ･イノセ ンシオ

(Federicolnocencio)とアタナ シオ ･モルテ

(AtanacioMorte)に委ね,マナ ロは故郷 のテ

ィパ ス村 に向か った｡そ こで はマナ ロは激 し

い迫害 に遭遇 した｡少年時代のマナ ロを知 る

故郷 の人 々が不信感を露 に したの と,かれの

説教活動が正式な許可を得ていなか ったため

と されて いる [ZoC.lit.]｡ この 時点で マナ ロ

およびその信徒 らが ｢イグ レシア ･ニ ･ク リ

ス ト｣ とい う教会名を用 いて い た か ど うか

は,資料の上で は不明である｡ しか し, 固有

名詞 としてで はな く,｢キ リス トにつ らなる教

会｣ とい う意味で INC と称 していたであろ

うことは想像で きる｡

ll)ア ドベンティス ト派に所属していたころ,マナ
ロは新しく ｢キリス トの教会｣を形成する意思
をもち,そのことを牧師仲間に話 したところ反
対された,という[PunzalanandGaddi 1964:
43-45]0

12)キリス ト教の洗礼には,全身を水中に浸す浸礼
と,頭部に水をそそぐ藩札とがある｡INCにお
いては浸礼が絶対的とされる｡現在は,改宗予
定者は地区の大教会に集まり教会内の浸礼用プ
ールで洗礼を受ける｡また,山間部の開拓伝道
地域では100名単位で川に入っておこなうこと
もある｡
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ⅠⅠ 創立期 (1914年～1921年)13)

1914年 7月27日にマナ ロは,かれの指導下

の教会を ｢イグ レシア ･ニ ･ク リス ト｣ と し

てアメ リカ植民地政府 に登録 した｡14) これに

よ り INC は正式な認可を受 けた宗教団体 と

しての地位を確保 した｡INCが提 出 した登録

文書 (ArticlesofIncorporationofthelglesia

NiKristo[INK 1914])を検討す ると, ま

ず,本文 には申請人 フェ リックス ･マナ ロが

イブ レシア･ニ･ク リス トなる団体を設立 し,

その代表者 として動産 ･不動産の管理権を有

す る旨述べ られている｡ この本文 に, 当時,

教会 の書記であ ったアタナ シオ ･モルテ によ

る付帯文書がつづ いているが,その要点 を以

下 にまとめる｡

〔設立の会合〕マニ ラ市 サ ンタ ･アナのプ

ンタにて開催 され,次の点 について全員一致

で決議 した ｡

〔団体名および団体の性格〕 イグ レシア ･

二･ク リス ト(この時点で はZgZe∫iaN2'Kn'sto

と表記 していた) とし, フィ リピン諸島の法

律 に もとづ いた法人団体 とす る｡

(目的〕 フィ リピン諸島全域で ｢キ リス ト

の福音｣(GospelorChrist)の教義 ･教えを

伝道:す る｡団体 の運営 は公共の募金 によりま

かな う｡

〔代表責任者〕団体 の動産 ･不動産 はフェ

リックス ･マナ ロが管理 し,次の者が補佐す

る｡

13)本稿では INCの史的発展を重要な出来事によ
り四つの時期に区分した｡INCによる正史が未
刊行のため,INC自身による時期区分を知るこ
とはできないが,1981年 1月より開催されてい
るINC歴史展 (一般には非公開)では次の三つ
の区分がみられる｡創立期 (1914年～1946年),
拡大 ･成長期 (1946年～1963年),現在 (1963年
以後)0

14)アメリカ統治下では,すべての団体 ･結社は政
府関係部局 (0氏ceoftheDivisionofArchieves,
Patented and PropertiesofLiterature and
ExecutiveOfBceofIndustrialTradeMarks)-
の登録を義務づけられた｡
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ペ ドロ･イノセ ンシオ (Pedr｡Inocencio)

監督牧師

トマス ･デ ･ラ ･クルス (Tomasdela

Cruz) 伝道者

アタナシオ ･モルテ (Atanacio Morte)

書記

ビセ ンテ ･レイエス (Vice二nte Reyes)

会計

セラビオ ･デ ィオ-シオ (SerapioDio-

nisio) 牧師補

エングラシア･ラモス (EngraciaRamos)

牧師補

オノラタ ･G ･マナロ (H()norata G.

Manalo) 牧師補

以上の役職者のすべての行為 は,福音 とフ

ィリピン諸島の現存す るすべての法律にもと

づ く｡

〔役職者の交代〕聖書の教えにもとづいて

お こなう｡

〔団体の存続〕 1名以上の会員が存在 し,

団体を支持 し,運営に支障をきたさない限 り

において存続する｡

〔支部の設立〕 フェ リックス ･マナロは,

必要 と認め られた場合, フィリピン諸島内に

支部を設立す る権限を有する｡

〔中央本部〕マニラ市サ ンタ ･アナのプ ン

タに設 ける｡

〔設立者〕 フェ リックス ･マ ナ ロ以 下 19

名｡15)

1914年 7月の登録時には,二つの信徒集団

(あるいは支部)がサ ンタ ･アナとタギィグ

とに組織 されていた｡正確な信徒数は不明で

あるが, タギ ィ一によると受洗者 (浸礼を受

けて信徒 とな った 者) は 50名以内であった

[Tuggy 1976:48]｡16) 登録後には, リサー

ル州 とブラカ ン州 (マニラに隣接)に各 1名

15)この19名の出身地は,リサール州タギィグ (7
名),マニラ市サンタ･アナ (11名),サンタ･
メサ (1名)である｡

の伝道者が派遣 されたが,カ トリックやプロ

テスタント勢力による反対に遭遇 した｡INC

-の改宗者 は,のちに牧師となる者を除いて

は,ほぼ全員が初等教育す ら受 けていない貧

しい人 々であ った｡伝道活動の先頭に立 った

マナロは過労のため暗血す るほどであ った｡

1915年末までには 7カ所に支部が形成 されて

いるが,礼拝 は信徒の家の一部をか りておこ

なわれ,信徒数は 300名以下であった｡1917

年末には支部数8,約500名の信徒を有す るよ

うになり,翌1918年には他のキ リス ト教会よ

りの集団改宗者を迎え入れた｡ これは,以前

にアメ リカ人宣教師ブルース ･L ･クッシュ

ナ-(BruceL Cushner)の 指導下に あった

デ ィサイブルズ (DisciplesofChrist)教会の

パ シッグ支部の信徒 らであった ｡ 同 年 末 ま

でに INC は,12支部,約1,OuO名の信徒を有

す る教会に成長 した｡

1919年 にマナロはアメ リカ旅行 に 出発 し

た｡約 1年間,カ リフォルニア州の太平洋神

学校 (Paci丘cSchoolorReligion)において

聖書研究をおこなった, といわれる [Garcia

1964:182]｡しか し同神学校にはマナロの在籍

を証明する記録 は残 されていない [Elesterio

1977:152]｡ サ ンタ ･ロマ-ナは,マナロの

アメ リカ滞在費は,月額に して300-350ペソ

を教会が支給 したとしている [Sta.Romana

1955a:337]が,創立後 5年の信徒総数1,000

名程度の,教会堂す らもたない当時の INCに

とって, このような当時としては多額の出費

は不可能であ ったのではないか｡マナロに対

す る有力な後援者の存在 も明 らかにされてい

ない｡ さらに, 創立後 まだ 日の浅い教 会に

とって,創始者マナロと信徒の間での対面的

コミュニケーションは な に よ り も重要であ

16)INC は信徒数を公表していない｡したがって,
教会堂数や牧師の配置状況などから推定する以
外にないが,Tuggy【19761による推定信徒数が
最も信頼できる｡
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ったはずであり, この点か らも旅行期間が 1

年 にわた ったと いう点については疑 問が 残

る｡

1920年にマナロが帰国 した時には,教会内

部には深刻な問題が表出しており,信徒の間

には ｢妬み,恨み,不満がその醜い頭を もた

げ始めていた｣[Garcia 1964:182]｡マナロ

の 不在中 に, 信徒指導者 の ひとりカサノバ

(Casanova)が信徒に対 して,日曜 日以外に水

曜 日ごとの礼拝への出席を義務づけていた｡

カサノバは,マナロに対 して,信徒 らが映画

などに夢中になり教会活動か ら遠ざか り始め

たための措置であ ったと釈明 した｡ これに対

して,マナロはカサノバの措置を認めたが,

水曜 日ではな く,木曜 日に礼拝をおこなうよ

うに指示 した, といわれる [Tuggy 1976:

56]｡ これ以後,INC の礼拝17) は週に 2度,

日曜 日の午前中と木曜 日の夜におこなわれる

ようにな った｡ しか し,INC側の文書には,

週 2度の礼拝の起源およびその聖書的根拠に

関す る説明は見出されない｡

さて,より深刻な問題は教会内の分派活動

であった｡ これはマナロの私生活に関する道

徳的非難を軸 としたキャンペーンであった｡

これに対 して, マナロはたとえ自分 自身が個

人的には無謬性を もつと断言はできないとし

て も,教会の教義は普遍であるという立場を

堅持 した [Garcia 1964:182]｡内部対立の過

程で INC より離反す る信徒 は少な くなか っ

た｡その一例 として,反マナロ･キャンペー ン

が最高潮に達 した1922年には,ブラカ ン州ギ

ギ ン ト町に派遣 されていた創立以来の教会指

導者であ ったテオフイロ ･オラ(Teo丘loOra)

とバ シ リオ ･サ ンチアゴ (BasilioSantiago)

17)礼拝は通常,その地方の言語によっておこなわ
れるが,マニラ,セブ,バギオなどの大都市で
は英語による礼拝もみられる｡現在の礼拝の式
順は筆者の観察によると,1955年に報告された
もの [Sta.Romana 1955a:364-367】とほぼ同

じである｡
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が信徒 とともにINCを離れ,それまで使用 し

ていた教会堂を町の学校に害付 した｡ギギ ン

ト町にいた80名以上の信徒のうち INC に残

ったのは15名であ った[Tuggy 1976:57]｡18)

創立後 日の 浅 い小 セ ク ト集団 と して の

INCは,他のキ リス ト教 々派より様 々な形で

の迫害を受 けてきたが,それが外圧的な もの

である限 り,信徒問の団結を高める方向に作

用 した｡ しか し,小集団内部における創始者

に対す る人格的批判を契機 として発生 した分

派活動は深刻な様相を呈 した｡ 内部危機を最

少限にとどめ,再び運動を活性化させ るため

には,それ以前の枠をこえた指導者の権威の

確立が必要 とされる｡マナロの場合,それは

かれ自身を ｢神の最後の使い｣ とす る教義の

導入の形をとった｡

ⅠⅠⅠ 戦前 ･戦中期 (1922年～1945年)

フェ リックス ･マナロを ｢ス-ゴ｣(｢神の

最後の使い｣)と規定す る INCの中心､的教義

は1922年に導入 された｡マナロは,かれ自身

が自覚することな く神の啓示を満た してきた

ことを知 り, 自らが ｢神の最後の使い｣であ

ることを宣言 した [2'bi'd･:57-59].｢神の最後

の使い｣ とは,以下に引用す る 『ヨハネによ

る黙示録』7章 2-3節 にみ られる ｢もうひと

りの御使｣をさす｡

また, もうひとりの御使が,生 ける神

の印を持 って, 日の出る方か ら上 って来

るのを見た｡彼は地 と海 とをそこなう権

18)INCより分離したのち,独自に教会を形成し
たグループとしては,次の四つが知られている

lEIwood 1969:382]｡)gZe∫2'a ng Dz'o∫ bay

KrisloHe∫u∫(イエス･キリストによる神の教
会),IgZe5iaEdljicadadeJe∫u-'slo(イエス･
キリストにより建てられた教会),ZgZe∫ia ni

KrisloZtinazag∫aHcrusaZem (エルサレムに建
てられたキリストの教会),)gZe∫iaItinり′Oni

Je∫ucrislo∫aMaんり′OngSiZanga71(イエス･キリ

ス トにより極東に建てられた教会).
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威 を 授か っている四人 の御債 にむか っ

て,大声で叫んでいった,｢わた したちの

神の僕 らの額に,わた したちが印をお し

て しまうまでは,地 と海 と木 とをそこな

ってはな らない｣｡

ここで,｢神の最後の使い｣の教義を支える

INC のキ リス ト論および教会論 の概略を述

べてお く｡19)INCにおいては,キ リス トは人

であり,どのような意味で も神ではない｡ し

たが ってカ トリック教会にみ られる三位一体

論は否定 される｡ただ し,キ リス トは人の上

に立つ人であり,神によってこの世に遣わさ

れ,その良 き知 らせを受 け入れる人間は,

INCの信徒 となる｡人間は生物学的な死か ら

は逃れ られないが,キ リス トによって精神的

な死 より救われる｡ キ リス トの血は,すべて

の人間のために流されたのではな く,キ リス

トを受 け入れた者,すなわちINCの信徒のみ

に対 して流 されたのであり,したが って INC

以外に救いは存在 しない｡｢キ リス トの身体｣

である教会 はエルサ レムにおいて,西暦33年

に創立 されたが,その後,その教会は信仰を

捨て変節 し (主 として ローマ ･カ ト))ック教

会をさす),1914年 にな って ｢神の御使い｣の

出現により再建 された｡｢キ リス トの身体｣で

ある教会 は,｢キ リス トの教会｣の名称を もた

な くてはな らず, INC がその教会である｡

INCの創立記念 日である1914年 7月27日は

第 1次世界大戦の開戦 日にあた り, これは世

界の終末の到来を告知するものとされる｡『ヨ

-ネによる黙示録』にみ られる4人の御使い

は第 1次世界大戦参戦国 の元首20) をさし,

19)教義の体系的な解説書は公刊されていないが,
その骨格は 『パスーゴ』誌上で繰り返し論じら
れている｡たとえば,Manalo[1973],Ramos

[1973]など｡
20)英国の LloydGeorge,フランスの Georges

Clemenceau,イタリアの VittorioOrlando,ア

メリカのWoodrawWilsonをさす(,この場合の

御使いとは,神により遣わされ,地上において,
その使命を果たす者とされる｡

｢もうひとりの御使｣であるフェ リックス ･

マナロは ｢日の出る方｣,すなわちフィリピン

諸島より出現 した, とされる｡

さきに述べた通 り,マナロは,本人 も知 ら

ず して この ｢神の最後の使い｣の使命を果た

してきたとされているのであるが,1914年の

登録文書 [INK 1914]には,INCは ｢キ リ

ス トの福音｣を伝道す るとのみ記されてお り,

｢神の最後の使い｣の教義には触れ られてい

ない｡また,創立当初にマナロが,かれに与

え られた特別な使命に関 して,説教その他で

言及 したという証言 もみ られない｡｢神の最後

の使い｣の教義は,反マナロ ･キャンペーン

を軸 とした分派活動が拡大 してい く過程で導

入 された ものであり,マナロのカ リスマ的指

導性の もとで,それを受 け入れた信徒 と,逮

にマナロに対す る不信感をさらに深めた結果

INC を 離 れていった人 々も多 くいたであろ

う ｡

1922年の時点で INCは29の支部,約3,000

名の信徒を有す る教会であ った｡マニラ以外

に も中部ルソン(ブラカ ン,パ ンパ ンガ,ヌエ

バ ･エシー-,タル ラックの各州)で伝道が

おこなわれていた｡1920年代の後半には,南

部ルソンで も伝道活動が開始 されているが,

戦前の INC の伝道上の重点 は中部ルソンに

置かれていた｡中部ルソンはフィリピン最大

の米作地帯であり, スペイン植民地時代 より

農民反乱 など が絶 えなか った 地域 であった

が,1920年代,30年代に入 ると農民層の没落

が急速に進行 した｡1939年には同地域の農民

の半数以上 が小作農 であ った [池端 1977:

111]ことが示すように,農民の生活条件は極

度に悪化 していた｡ このような状況のなかで

既存 の キ リス ト教会 は無力 であったといえ

る｡カ トリック教会は主 として町の中心部(ポ

ブラシオーン) に住む人 々の教会であり,料

(バ リオ)に住む大多数の農民にとっては,村

のフィエスタ以外には司祭の姿をみる機会 も
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ないほどに遠い存在であ った｡ また,カ トリ

ック教会や修道会 自体が大土地所有者である

場合 も少な くなか った｡フィリピン独立教会

はミサを土着の言語でおこなうなど民族主義

的姿勢を強 く打ち出してはいたが,1920年代

か ら30年代にはすでに創立 当時の勢いを失

い,教会活動は縮小を余儀な くされていた｡

プロテスタント諸教会は,INCと同様に少数

派であったが,主 として都市部の知識層出身

の信徒によって支え られていた｡ こうしたな

かで,INC は ｢神の最後の使い｣の教義にみ

られるように, フィリピン人が神の使いとし

て出現 したというメッセージを もた らし,ま

た信徒問では相互扶助体制がとられていたこ

とか ら,農民 らにとっては他のキ リス ト教会

に比べて近づきやすい社会集団であったのか

もしれない｡実際の伝道面か らみて も,INC

の場合は,町の中心部でまず改宗者を得て,そ

れを基盤として村に入 ってい くのではな く,

当時は村か ら村-と信徒のネットワークをた

どりつつ信徒組織を拡大 してい くものであっ

た｡ このような INC の農民社会へのアプロ

ーチは,後述する INC の政治的影響力と結

びついた時,その信徒に新 しいアイデ ンテ ィ

テ ィーを与えることになった｡

次に,INCの政治的影響力を支える信徒に

よる投票行動を検討する｡1935年 9月に,罪

1回コモンウェルス政府 (対米独立を前提 と

した自治政府)の大統領選挙がおこなわれ,

ナショナ リスク党のマヌエル ･L ･ケソンが

当選 した｡ この選挙に際 して,マナロは信徒

の票とひきかえに,ケソンに対 して行政府 に

よる INC の法的保護を求めた, といわれる

[Ando1966:36ト363;Sta･Romana 1955a:

376-377]｡INCの伝道方法の一つは,町や村

の公共広場でおこなう他教会の牧師,指導者

との公開論争であったが,教区司祭や町の役

人などの介入により,広場の使用許可がおり

ないことがたびたびあったために,法律にも
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とづいた保護を求めたのであった｡ケソン以

莱,大統領選挙に立候補する中央政界の政治

家 は事前 にマナロと親交を結び,INC票を確

保することが慣例とな っている｡

1938年後半に,マナロは2度 目のアメ リカ

旅行をおこなった｡ この ころまでに INC は

ルソン島以外にも, ビサヤ諸島(とくにセブ)

に支部を形成 しつつあったが,依然として財

政上の問題をかかえていた｡多数の信徒が一

同に会するための集会場す らもたなか った｡

マナロのアメ リカ旅行には二つの目的があっ

た｡第 1にはマナロの眼の手術,第 2にINC

の伝道資金の調達であった｡ しか し,アメ リ

カ到着後にマナロは病気になり,予定されて

いたインデ ィアナ州での講演はほとんど中止

とな った｡資金の調達 は失敗に帰 したが, こ

の体験か らマナロは,｢INC は完全に自力で

進まねばならず, 2度 と外国の援助に頼 って

はな らない｣ [Garcia 1964:183]と決心 し

た｡

1939年 2月には,信徒向けの定期刊行物『パ

ス-ゴ』(jb∫ugo,INC においては ｢神のメ

ッセージ｣ という意味で用いられている)の

刊行が開始 された｡ これは第 2次世界大戦中

は休刊となったが,1951年 1月より再刊され

現在に至 っている｡

さて,1941年12月以降, フィリピンは日本

軍の侵攻により第 2次世界大戦にまきこまれ

た｡ 日本軍軍政当局は,フィリピンがキ リス

ト教徒が大多数を占める国であることを考慮

し, 占領政策上の必要か らキ リス ト教界の指

導者に対 して,数多 くのキ リス ト教 々派を一

つの中央組織のもとに再編成す るように要請

した｡21) 当局の圧力により,1942年にエンリ

ケ ･C･ソプレペ一二ヤ(EnriqueC.Sobre-

pe乱a)がフィリピン福音主義教会連盟(Philip-

21)これは,戦前の日本で1939年に帝国議会を通過
し,翌年より実施された ｢宗教団体法｣にみら

れるのと同様の宗教管理政策である｡
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pineFederation orEvangelicalChurches)

の代表となり,プロテスタン ト各教派の結集

を図 った｡INCはこの連盟に参加 した,とい

われる 【Sobrepefia 1954:58]022) 他の教会

と同様に INC も,軍政当局に対 して説教内

容や財政に関 して定期的に報告する義務を課

せ られた｡ また,マナロ白身は反 日ゲ リラの

協力者23) の疑いを もたれた結果, 教会の指

導者として公の席に出ることはできなか った

[Garcia 1964:183]｡占領下において も礼拝

や伝道活動は継続されたが,現状維持以上の

成果は得 られなか った｡そ して信徒 らほ戦火

を逃 れてフィリピン全土 に離散 していった

が, このことが戦後期の INC の教勢の拡大

の基盤 となった｡

ⅠⅤ 戦後期 (1946年～1962年)

第 2次世界大戟の終結後, フィリピンのあ

らゆる教会は,戦時中の荒廃か ら立ち直るべ

く教会の再建に着手 した｡INC もいちはや く

再建活動を開始 した教会の一つであったが,

他の教派 (とくにカ トリック教会やアメ リカ

に本部を もつプロテスタント諸教派) と異な

り, 自力で再建にあたらな くてはな らなか っ

た｡ このような苦境にあって幸いしたのは,

INCにおいては,戦時中も信徒間の連絡が比

較的よく保たれていた点であり,全国に離散

していた信徒 らが各々の地域にjb'いて伝道の

基盤を積極的に築いていったことであった｡

教会再建が,単なる再建にとどまることな く,

信徒数の拡大 という形で成果を収めつつあっ

22)ガルシアは,マナロは他の諸教会とINCが教義
の面で一致することはあり得ないとして連盟-
の加盟を拒否した,としている[Garcia 1964:
183]｡

23)マナロは反日ゲリラに対 して食糧,医薬品,
現金などを援助 していた｡マナロにかわって
次の者が名目上,教会の指導者の地位につい
た ｡PrudencioVasquez,BenjaminSantiago,
TeodoroSantiagoの3名[Elesterio 1977:131｡

た ことは,1948年の共和国政府による国勢調

査か らうかがい知ることができる｡ 宗教セ ン

サスはそれ以前にも1918年 と1939年に実施

されているが,INCが独立 した集計項 目とし

て扱われたのは1948年が初めてのことであ っ

た (表 1を参照)｡それによると,INC 信徒

数は88,125名 (国民の約0.5%)であった｡

1948年に INC は,1914年の登録文書に対

する修正文書 (AmendedArticlesofIncorpo-

rationofthelglesiaNiCristo[INC 1948])

を政府に提出 した｡ その要点は以下の通 りで

ある｡

〔団体の法的性格〕 フィリピン共和国の法

律に従い,単一の代表者により運営される法

人団体とす る｡

〔目的)キ リス トの福音の教義と教えをフ

ィリピン,および牧師,信徒が到達 し得 るフ

ィリピン以外の場所において伝道 し, 福音あ

るいは聖書にもとづき人類を して神-の献身

に向かわせ ること｡

〔INC の聖書的根拠⊃INC の出現は,聖

書に示された啓示,すなわち 『ヨ-ネによる

黙示録』7章 2-3節,『イザヤ書』46章 11節

および43章 617節の予言 と一致するものであ

り, INC は聖書にもとづいて機能する｡ ま

た, INC の運営は,現存の, あるいは今後

定められる内規24)にもとづ く｡

〔代表者〕監督 (ExecutiveMinister)であ

るフェ リックス･マナロは,すべての事柄に関

して正式な代表者として行動 し,地区主任牧

節 (DivisionMinisters)会議,総幹事 (Gen-

eralSecretary),財務 (GeneralTreasurer),そ

の他の役職者により補佐 される｡

24)INCの内規と考えられる文書 (TheDoctrine

NecessarilytobeObservedbytheMinistersof
theChurchofChrist;TheInteriorConstitution

oHheChurchofChristinthePhilippinelslands)
は,Elesterio[1977:174-196]に収められてい
るが,その真偽について INC側は正式な認定
を避けている｡
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表 1 国勢調査にみられる宗教センサスの推移 (1918年～1970年)

1918年 11939年 I 1948年 E 1960年 E1970年
ローマ ･カ トリック教会

7,790,937
(75.5%)

12,603,365
(78.8)

フ ィ リ ピ ン独 立 教 会

プロテス タ ン ト諸 教 派

イグレシア ･ニ ･クリスト

イ ス ラ ム 教

そ の 他*

総 人 口

*仏教,神道,無宗教な

1,417,448
(13.7)

10,314,310
(100.0)

どが含まれる

15,941,422
(82.9)

16,000,303
(100.0)

〔運営〕信徒が 『コ リン ト人への第 1の手

紙』16章 ト2節, 『コリン ト人-の第 2の手

紙』9章 7節 にもとづいて教会を支持す る限

り教会 は存続する｡

〔経済協議会 (EconomicCouncil)〕監督は

教会の運営に関す る一般権限 とともに教会の

動産 ･不動産の管理権を有する｡ ただ し,敬

会の経済協議会による事前の承認を必要 とす

る｡ 協議会 は監督を議長 とし,地区主任牧師,

総幹事,財務をその構成員 とす る｡

⊂中央本部〕 リサール州サ ン ･フア ン ･デ

ル ･モ ンテ町 に置 く｡

〔支部の設立〕監督の同意を必要 とす る｡

以上は,1948年 3月15日に中央本部にて開

催 された教会会議で出席者28名によって決議

され, 4月 1日に修正文書 として政府の関係

部局に提出されたが, 1952年 9月 17日付で

INCは撤回を申 し出ている[Elesterio 1977:

135-136]｡そのために,たとえば経済協議会

などが実際に組織 されたのかどうかは不明で

ある｡ しか し, この1948年の修正文書か ら当

時の INC の内部事情の一端を知 ることがで

436

22,686,096
(83.8)

31,169,488
(85.0)

1,434,688
(3.9)

1,122,999
(3.1)

475,407
(1.3)

19,234,182
(100.0)27,087,685

(100.0)
36,684,486
(100.0)

きる｡第 1に,1922年に明 らかにされた ｢神

の最後の使い｣の教義が INC の成立根拠 と

して述べ られていること,第 2に外国伝道の

可能性が検討 されていること,第 3に教会財

産の運用に関 して,経済協議会の設立が明記

されていることである｡第 2,第 3の点 は,

戦後期に入 って急激に拡大の一途をたどり始

めていた INC の伝道活動に対応 してなされ

た措置であった｡また地区主任牧師などの役

職にみられ るように,1948年にはすでに現在

の INC の中央集権的組織系統が確立 されて

いたと考え られる｡図 1は INC の組織系統

の概略を示す ものであるが,監督は INC の

代表者 として頂点に立 ち,役職者,牧師の任

免権を初め教会運営上の権限を有す る｡ それ

には,聖書の解釈権,礼拝や牧師の聖書研究

の内容の決定権 も含まれ る｡ 総幹事,財務,監

査 (GeneralAuditor)および法律顧問 (Legal

Counselors) の役職者 は監督の側近 として中

央指導部 を 構成 す る｡ 法律顧問以外 は全員

INCの牧師職を兼任す る｡日常的に信徒 と接

触 し,礼拝をおこなうのは地区主任牧師と各
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監 督
Executive
miinister
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九Iinisters
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牧 師
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補
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I

師
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l

牧
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信 徒
Members

図 1 組 織 系 統 の 概 略

個教会 (支部)牧師 (LocalMinisLers)である

が,前者は通常,各州および各市 に 1名ずつ

配置されその地区を代表す る｡牧師の妻帯は

許 されているが,女性牧師はみあた らない｡

牧輔補 (Deacons)は信徒のなかか ら選ばれた

男女であるが,正式の牧師職ではな く,礼拝

の準備,献金の回収,地域内での伝道などに

従事する｡ 一般信徒 は,10名内外で居住地 ご

とに地域委員会 (LocalCommitl.ees)を構成

し,牧師および牧師補の指導の もとに信徒問

での相互扶助活動をおこなうO

ところで,戦後期の INC の伝道面にみ ら

れ る変化の一つは,その改宗者があ らゆる社

会階層か ら出てきていることである｡戦前の

貧 しい者の教会 という INC のイメージは現

在で もなお一般のフィリピン人の問に刻みこ

まれてはいるが,INCは戦後期に入 ると社会

的地位 と教育程度の高 い者 (学校教師,医師,

公務員など)を信徒 として迎え入れている｡

また,INCの地理的拡大 は,戦前においては

1年にほぼ 1州の割合で進め られてきたが,

1947年には 3州,48年には4州,49年には5

州, そ して 1950年 には8州 に進出 している

[Tuggy 1976:73]｡このように加速度的拡大

をとげた結果,1950年末までには,ルソン島

北部の山岳州 とミンダナオ島のイスラム地域

を除いたフィリピン全土に支部を設立 した｡

戟後期の急激な教勢の拡大 は,戦時中に全国

に離散 した信徒 らによる伝道活動に,戦後 と

くに著 しくな った国内移民現象 (ルソン島よ

りビサヤ諸島, ミンダナオ島へ)や工業化 ･

都市化に起因す る社会移動の増大が重な った

ためと考え られる｡ また,内部的には,前述

の修正文書にみ られるように,教会の急成長

を支える体制の確立が有効に作用 した ことは

いうまで もない｡

1950年代に入 ると,他のキ リス ト教会 も戦

時中 の 停滞 か ら立 ち上 が り,それとともに

INC に対 す る反対活動は以前にもま して露

骨にな った｡独立後まもないフィリピン共和

国政府 は,国内に反政府ゲ リラ問題をかかえ,

またアメ リカのマッカーシズムの影響を受 け

て反共主義を強 く標傍 していた｡ このような

社会的風潮のなかで,カ トリック教会指導層

が中心 とな り,INCを共産主義運動と類似す

る洗脳運動 とみな し,民主主義の敵であると

す るキャンペーンがおこなわれた｡ しか し,

全国政治の レベルでは, フェリックス ･マナ

ロは各時期の大統領 と親交を結んできたとい

う側面 もみ られ,カ トリック教会指導層のか

かえ込んだ ジレンマは深刻であった｡

1953年 1月28日には,INCの牧師会議が開

催され,59名の出席者により, フェ リックス

･マナロの将来の後継者としてマナロの三男

であるエラーニ ョ ･マナロ (EraaoManalo)

が選出された [Elesterio 1977:14ト143]｡病

気がちとな ったフェ リックスは,徐 々に教会

内の仕事をエラーニ ョに委ねることにより,

後継者の育成にあた った｡晩年のフェ リック

ス ･マナロは,かつての教会創立時代に想い
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を馳せ,INCより離れていった昔の友人 らが

再び信仰をとりもどし教会に復帰するように

願 っていた,といわれる[Garcia 1964:183]｡

1960年の宗教セ ンサスは,信徒数 270,104名

(国民の約1.0%)を記録 した (表 1参照)0

Ⅴ 現在まで (1963年以後)

創始者 フェリックス ･マナロは胃癌のため

1963年 4月12日に77歳で死去 した｡すでに決

められていた通 り,息子のエラーニ ョ･マナ

ロが監督の地位を継承 した｡ この交代 はスム

ーズにお こなわれ,教会内部で対立が生 じた

気配はない｡1963年にエラーニ ョが明 らかに

した教会の教勢は,信徒数 350万名,支部教

会数1,250,大教会数 35である, といわれる

[Caliwag 1963]｡ これが実勢であったとす

れば, フィリピン国民の 1割は INC信徒で

あることになる｡1960年と1970年の宗教セ ン

サスか らみて, この数字はそのまま信 じるこ

とはできないが,INCが もはや無視すること

のできない強力な教会として存在 していたこ

とはた しかである｡

エラー- ヨは就任直後に,創始者の定めた

方針を変更する意思のないことを明らかに し

た｡教義面ではた しかにその通 りであるが,

教会活動の具体面においては,新 しい政策が

実行に移 されている｡ その主なものをみてい

くと,まず,それ以前の伝道のみの姿勢か ら,

信徒の生活保障の組織化,さらには非信徒を

も対象 とした広範な社会奉仕活動をおこなう

方向-の変化があげられる｡

以前より INC は,信徒で必要 とする者に

対 しては小資本を貸 しつけることにより,秦

豚業やサ リ･サ リ･ス トア (日用食品,煙草

などを販売する小規模の店)の経営を援助 し

たり,失業中の者に仕事を斡旋 した りしてい

た [Ando 1969:342]が, このような信徒

に対する生活保障をより組織化 した ものとし
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て,次に述べる農村共同体の育成がみ られる｡

INC信徒には,教会により定め られたい く

つかの行動規律があるが,その一つは労働組

令-の加入が禁 じられていることである｡ こ

れは1959年に内規 として定められたといわれ

る [Deats 1967:26]が,その根拠 は,信徒の

問に争いがあってはならない, という聖書の

教えにあるとされる｡1961年には宗教的信条

による労働組合非加入の権利が,共和国法令

第3350号のフィリピン議会通過により認めら

れた｡その直後に,タルラック州内の大規模な

農場であるアシェンダ ･ルイシタ (Hacienda

Luisita)で150名近い INC信徒が労働組合を

脱退 した｡組合はアシェンダの経営者に圧力

をかけた結果, これ らの INC信徒は解雇処

分を受けたが,INCの中央本部はヌエバ ･エ

シー-州内に600ヘクタールの土地を購入 し,

失業 した信徒の収容計画を進めた｡ 教会堂を

中心として建設 された信徒共同体は,1965年

以後はバ リオ ･マ リガヤ (BarrioMaligaya,

幸福村) と呼ばれ約 200家族が生活をともに

している｡ バ リオ ･マ リガヤは理想的な土地

改革,農村開発プロジェク トの先例 として政

府からも注 目されてきているが, このような

信徒共同体は現在,他に 8カ所建設されてい

る [INC 1980a]｡

非信徒をも対象とした INCの社会奉仕活

動 としてよく知 られているのは,家族計画推

進キャンペーンである｡ カ トリック教会は積

極的な産児制限には反対の立場を堅持 してい

るが,INC は州 レベルで行政当局に協力 し,

このキャンペーンに努めている｡また,1970

年代に入 ると,より組織的な地域社会に対す

る福祉プログラムが開始 された｡ これは医療

相談,栄養の改善,地域衛生の向上を目的と

して,信徒である医師,看護婦,助産婦,栄

養士がチームを組んで地域を巡回 し,非信徒

に対 して も無料でサービスを提供 している｡

INCの外国伝道 は,すでに1948年にその可
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能性が検討されていたが,最初の正式な海外

支部は1968年 7月27日(INC創立54周年記念

冒)に-ワイ州エワに設立された｡外国にお

ける伝道方法は基本的にはフィリピン国内と

同様で,まず近隣に散 らば っている信徒が定

期的に一同に会 し祈商会 (Committee-Prayer

Groups)を組織するO信徒が一定数に達 し,定

期的な活動がある程度軌道にのった段階で,

その国の主要教会あるいはフィリピンの中央

本部より牧師が派遣 され,教会堂を購入また

は建設 し正式の支部教会 (Congregations)が

設立される｡INCの中央本部 (現在はケソン

市に置かれている)内には対外伝道部があり,

各国の支部教会 との連絡にあた り,また,1979

年にはサ ン･フランシスコにアメ リカとカナ

ダの西海岸一帯の教会を管轄する伝道本部が

設立されている｡1979年末までには31カ国25)

に祈商会および支部教会が置かれている｡ 外

国の信徒の大多数はフィリピン人移民,長期

滞在者とその家族である｡ たとえばアメ リカ

には,19州に支部教会が46,祈商会が13み ら

れる(1979年末現在)が, そのうち28教会は-

ワイおよび西海岸地帯に集中しており, これ

はアメ リカにおけるフィリピン人移民の地理

的分布と合致 している｡中近東の石油産出国

にも多数の祈商会が置かれているが, これは

1970年代後半に始まったフィリピン人出稼ぎ

労働者の同地域-の集中に対応 している｡ し

か し,中近東での労働契約は通常 2- 3年で

あるため,支部教会の設立は困難であろう｡日

本国内にも6カ所26)に祈商会 がみ られるが,

25)31カ国は次の通り｡米国(グアムを含む),カナ
ダ,メキシコ,ブラジル,日本,台湾,タイ,
マレーシア,ニュー･ギニア,イラン,イラク,
イスラエル,エジプト,クウェート,カタール,
バーレーン,サウジ･アラビア,7ラブ首長国
連邦,オーストラリア,西 ドイツ,スイス,ス
ペイン,英国,イタリア,ギリシア,ノルウェ
ー,オ-スト7)ア,ナイジェ[)7,南アフリカ,
アルジェリア,ザンビア｡INC[1980b:55-60]
による｡

26)三沢,東京,横須賀,横浜,岩国,沖縄の各地｡

在 日米軍基地に勤務す るフィリピン人 (フィ

リピン系アメリカ人)を主な対象としている｡

1972年 9月21日にマルコス大統領はフィリ

ピン全土に戒厳令を布告 した｡戒厳令下のマ

ス ･メデ ィア対策により INC のラジオ放送

局 (EagleBroadcastingCompar]y)は一時閉

鎖され,また,『パス-ゴ』も一時的な休刊を

余儀な くされた｡INCは公にはマルコス政権

を積極的に支持する姿勢を示 しては いな い

が,マルコスの提唱す る新社会政策には全体

として協調的である｡また,エラー- ヨ･マ

ナロとマルコス大統領との親交は1969年の大

統領選挙以来 とくに深められている [Tuggy

1976:96]｡

1970年の宗教セ ンサスによると,INCの信

徒数は475,407名 (国民の約 1.3%)である

(表 1参照)｡また,1973年にINCが公表 し

た数字による [Sandoval 1973:2ff]と,エ

ラーニ ョ･マナロ時代の初めの10年間 (1963

年～1973年)に,教会行政上の単位 としての

地区 (Division)は45から64,各個教会 (支部)

は2,067か ら2,584,牧師数は914か ら1.902名,

また, 大教会堂は40か ら137-と増加 してい

る｡

む す び

本稿では,INCの史的発展の経緯を四つの

時期に区分 して検討 してきた｡1913年11月に

フェリックス ･マナロにより始められた説教

活動は,1914年初めまでに約12名の改宗者を

得,同年 7月に｢イグレシア ･ニ ･クリス ト｣

として組織化された｡1922年には,｢神の最後

の使い｣の教義が導入され,フィリピンに独

白のキ リス ト教会 として発展 していく基礎が

固め られた｡戦前期においては,主としてル

ソン島を中心とした小セク トにすぎなか った

が,戦後期に入 ると急激な教勢の拡大を達成

し,1950年末までにはほぼフィリピン全土に
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進出した｡1963年には,創始者フェリックス

･マナロの死去に伴い,エラー- ヨ･マナロ

が監督の地位を継承 し,それ以後は, フェ リ

ックス ･マナロが築き上げた神学的基礎を堅

持 しつつ,せまい意味での教会活動の枠をこ

えて,多方面での社会奉仕活動を開始 した｡

1968年以降は海外のフィリピン人社会に対す

る伝道 も積極的に進めるようになった｡INC

は,現在,カ トリック教会,フィリピン独立

教会につ ぐ第 3の教会として依然 として成長

しつつある｡ INC の発展を支えた要因とし

て, (1)フェリックス ･マナロのカ リスマ的指

導力, (2)中央集権的で能率的な組織, (3)信徒

間にみ られる相互支援態勢,(4)ブロック投票

による政治的影響力,(5)教義および運動面に

み られる土着的性格,を指摘することができ

る｡

今後の INC研究の課題として次の 3点が

指摘されよう｡まず第 1に,困難な作業では

あるが一次資料を収集 し,また『パス-ゴ』誌

の内容分析をさらに深めることにより,INC

の史的発展をより詳糸田に検証 してい くことで

ある｡ 第 2に,INC信徒の実際の行動様式を

町あるいは村 レベルで明 らかにすることであ

る｡ 第 3に, フィリピン社会内のどのような

文化要素が,INC においてどのように吸収,

強調,あるいは拒絶 されているかという点を

検討 してい くことである｡ 一例をあげると,

カ トリック教徒の間では聖像に対す る心情的

一体性が強 くみ られる｡ とくに幼年時代のイ

エズス像や聖母マ リア像は, ロザ リオの祈 り

を捧げる対象であるとともに,手で触れ,口

づげを し,聖像の顔よりにじみ出て くると信

じられる汗を- ンカチで拭 う対象で もある｡

これはフィリピン人カ トリック教徒の精神世

界を支える重要な部分であるが,INC信徒は

このような多数のフィリピン人に共有 される

慣行か ら完全に自己を切 り離す ことができて

いるのであろうか｡あるいは,カ トリック教

440

徒にとっての聖像に対する心情的一体性は,

INC においては別 の形式によってその表現

の場を与え られているのであろうか｡以上は

一例にすぎないが, 今後の INC研究におい

ては,INC信徒の実際の行動様式をフィリピ

ン文化の枠内で理解 してい くことが必要とさ

れる｡
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